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中
野
の
ホ
シ

　
　に
な
ろ
う

　
第
８
回
中
野
区
検
定
の
実
施
の
あ
ら
ま

し
が
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

日

　
　時
　
11
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時

会

　
　場
　
中
野
区
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

中
野
区
中
野
２
―
13
―
14

受
検
資
格
　
中
野
区
に
関
心
の
あ
る
方

検
定
料
　
一
般
　
　
　
１
，５
０
０
円

学
生
　
　
　
１
，０
０
０
円

小
・
中
学
生
　
　
５
０
０
円

ビ
ギ
ナ
ー
　
　
　
３
０
０
円

出

　
　題
　
４
者
択
一
方
式
　
　

一
般
　
　
　
　
　
　
　
50
題

ビ
ギ
ナ
ー
　
　
　
　
　
30
題

出
題
範
囲
　

　「
わ
た
し
の
便
利
帳
」「
な
か
の
区
報
」

「
中
野
区
の
史
跡
」
「
な
か
の
史
跡
ガ
イ

ド
」
「
な
か
の
よ
り
み
ち
ナ
ビ
」
「
中
野

散
歩
帳
」
「
歩
楽
人
」
そ
の
他
か
ら
出
題

応
募
期
間
　
10
月
１
日
〜
11
月
15
日

　
　
　
　
　
（
予
定
）

認
定
基
準
及
び
結
果
発
表

　
一
般
の
成
績
上
位
者
（
概
ね
１
割
の

方
）
に
「
も
の
し
り
博
士
号
」
を
授
与
。

結
果
発
表
は
12
月
中
旬
。

※
詳
し
く
は
8
月
以
降
に
チ
ラ
シ
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
会
報
10
月
号
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

※
　
過
去
問
題
集
を
発
売
予
定
。

第
７
回
中
野
区
検
定
問
題
（
抜
粋
）

（
令
和
２
年
12
月
６
日
実
施
）

１
．
中
野
区
内
と
区
境
に
は
五
つ
の
川
が

　
流
れ
て
い
ま
す
が
、
中
野
区
内
お
よ
び

　
区
境
を
流
れ
て
い
な
い
川
は
ど
れ
で
す
か
。

ア
　
江
古
田
川
　
　
イ
　
神
田
川

ウ
　
妙
正
寺
川
　
　
エ
　
広
瀬
川

２
．
東
京
都
の
木
は
イ
チ
ョ
ウ
、
花
は
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
で
す
。
緑
化
推
進
の
た
め

昭
和
54
年
に
決
め
ら
れ
た
中
野
区
の
花

は
ツ
ツ
ジ
で
す
が
、
区
の
木
は
ど
れ
で

す
か
。

ア
　
イ
チ
ョ
ウ
　
イ
　
　
シ
イ

ウ
　
マ
ツ
　
　
　
エ
　
　
モ
モ
　
　

３
．
中
野
区
内
に
は
六
つ
の
鉄
道
が
走
っ

て
い
ま
す
。
区
内
を
走
っ
て
い
な
い
鉄

道
は
ど
れ
で
す
か
。
　

ア
　
西
武
新
宿
線

イ
　
東
京
メ
ト
ロ
東
西
線
　

ウ
　
Ｊ
Ｒ
中
央
線
　

エ
　
埼
京
線

４
．
中
野
区
の
人
口
は
２
０
２
０
（
令
和

２
）年
10
月
１
日
現
在
３
３
５
，０
５
４

人
で
す
。

中
野
区
に
住
ん
で
い
る
（
住
民
登
録
の

あ
る
）
外
国
人
は
お
よ
そ
何
人
で
し
ょ

う
か
。

ア
　
１
６
，５
０
０
人
　 

イ
　
１
７
，５
０
０
人
　

ウ
　
１
８
，５
０
０
人

エ
　
１
９
，５
０
０
人

５
．
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス

コ
）
が
、
宮
大
工
、
左
官
職
人
ら
17
分

野
の
「
伝
統
建
築
工
匠
の
技
」
を
「
無

形
文
化
遺
産
」
に
登
録
す
る
よ
う
文
化

庁
に
勧
告
し
ま
し
た
（
２
０
２
０
年
11

月
17
日
）。
こ
れ
に
先
だ
つ
60
年
前（
昭

和
35
年
）、
東
京
都
左
官
職
組
合
中
野

支
部
の
鶴
谷
善
平
氏
が
左
官
職
諸
氏
の

技
能
向
上
等
を
願
っ
て
左
官
技
術
を
駆

使
し
見
事
な
聖
徳
太
子
像
を
制
作
、
同

組
合
中
野
支
部
の
協
力
の
も
と
、
あ
る

寺
院
の
ご
厚
志
を
賜
り
境
内
に
設
置
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
同
組
合
は
毎
年
技

能
向
上
を
誓
う
式
典
を
同
寺
院
に
て
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
左
官
職
人
制
作
の
聖
徳
太
子
像
が
設
置

さ
れ
て
い
る
寺
院
と
は
ど
こ
で
す
か
。

ア
　
宝
仙
寺
　

イ
　
東
光
寺
　

ウ
　
梅
照
院
新
井
薬
師

エ
　
百
観
音
明
治
寺
　

６
．
中
野
区
内
の
「
妙
正
寺
川
」
は
西
武

線
・
沼
袋
駅
の
南
側
と
鷺
ノ
宮
駅
の
南

側
を
蛇
行
し
な
が
ら
流
れ
て
い
ま
す
。

二
つ
の
学
校
敷
地
内
を
通
過
し
て
い
て
、

特
別
な
許
可
を
取
ら
な
い
限
り
学
校
敷

地
内
の
橋
は
生
徒
や
学
校
関
係
者
し
か

渡
れ
ま
せ
ん
。
「
妙
正
寺
川
」
が
敷
地

内
を
流
れ
て
い
る
学
校
と
は
２
０
２
０

年
12
月
1
日
現
在
、
区
立
第
四
中
学
校

と
も
う
一
校
は
ど
の
学
校
で
す
か
。

ア
　
都
立
中
野
工
業
高
等
学
校

イ
　
都
立
武
蔵
丘
高
等
学
校

ウ
　
区
立
第
五
中
学
校 

エ
　
区
立
西
中
野
小
学
校

７
．
中
野
区
内
で
は
色
々
な
場
所
で
、
銅

像
・
彫
刻
な
ど
の
芸
術
作
品
を
見
か
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
「
本
を
読
む

猫
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
銅
像
（
元
東

京
芸
術
大
学
講
師
・
関
孝
行
氏
作
）
は

ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
。

ア
　
哲
学
堂
公
園
内

イ
　
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
前
庭

ウ
　
中
央
図
書
館
入
り
口
付
近

エ
　
広
町
み
ら
い
公
園
内

※
答
え
は
４
ペ
ー
ジ
最
下
段

第
８
回
　
中
野
区
検
定
　
実
施
速
報

　
東
京
に
三
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発

令
さ
れ
、
依
然
と
し
て
先
が
見
通
せ
な
い

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
感
染
予
防
と
教
育

活
動
を
両
立
さ
せ
る
た
め
の
対
応
が
一
年

以
上
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
学
校
は

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
、
分
散
登
校
、
短
縮
授

業
と
授
業
形
態
に
頭
を
悩
ま
す
と
共
に
、

教
室
の
換
気
や
消
毒
に
も
気
を
配
り
、
行

事
は
中
止
や
延
期
、
見
直
し
を
迫
ら
れ
る

な
ど
、
か
つ
て
経
験
を
し
た
こ
と
が
な
い

局
面
を
、
学
校
運
営
に
対
す
る
教
職
員
の

真
摯
な
思
い
で
乗
り
切
る
日
々
が
続
い
て

い
ま
す
。

　
昨
年
三
月
か
ら
三
ヶ
月
間
に
及
ぶ
臨
時

休
校
に
よ
り
、
三
学
期
は
突
然
の
終
了
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
私
は
本

校
音
楽
部
の
顧
問
を
務
め
て
お
り
、
一
年

間
の
活
動
の
集
大
成
で
あ
る
定
期
演
奏
会

の
開
催
に
向
け
て
、
例
年
通
り
追
い
込
み

の
練
習
に
取
り
か
か
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

し
か
し
、
休
校
措
置
に
伴
い
ク
ラ
ブ
活
動

も
休
止
せ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
れ
に
よ
り
定

期
演
奏
会
は
中
止
と
な
り
、
生
徒
に
は
我

慢
を
強
い
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
殊
に
、

卒
業
し
て
い
く
高
校
三
年
生
は
何
の
前
触

れ
も
な
く
突
然
の
引
退
と
な
り
、
送
別
会

も
な
く
部
を
去
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
、

理
不
尽
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
定
期
演
奏
会
の
中
止
を
決
め
た
後
の
三

月
下
旬
に
、
卒
業
し
た
部
員
と
そ
の
保
護

者
よ
り
、
音
楽
室
で
の
記
念
写
真
の
撮
影

の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
例
年
、
定

期
演
奏
会
後
に
場
所
を
替
え
て
卒
業
生
と

保
護
者
の
送
別
会
を
行
い
ま
す
が
、
そ
れ

が
叶
わ
な
い
現
状
で
そ
の
代
替
と
し
て
、

せ
め
て
卒
業
生
だ
け
で
も
、
思
い
出
深
い

音
楽
室
で
の
写
真
を
残
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
そ
こ
で
当
日
は
、
卒
業
生
に

は
知
ら
せ
ず
、
中
学
一
年
生
か
ら
高
校
二

年
生
の
部
員
全
員
で
迎
え
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　
当
日
、
約
一
ヶ
月
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ

た
生
徒
た
ち
の
嬉
し
そ
う
な
様
子
、
特
に
、

思
い
も
寄
ら
ず
後
輩
と
対
面
で
き
た
卒
業

生
の
喜
び
は
印
象
的
で
、
パ
ー
ト
の
後
輩

と
談
笑
し
た
り
、
後
輩
か
ら
記
念
品
を
受

け
取
っ
た
り
と
、
簡
易
的
で
は
あ
り
ま
し

た
が
送
別
会
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
卒
業

式
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
卒
業

生
に
と
っ
て
は
高
校
生
活
に
区
切
り
を
つ

け
る
こ
と
が
で
き
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

中
学
・
高
校
時
代
を
共
に
過
ご
し
た
仲
間

同
士
の
結
び
つ
き
を
間
近
に
見
る
こ
と
が

で
き
た
私
は
、
改
め
て
特
別
活
動
の
価
値

に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
年
度
が
改
ま
っ
た
令
和
二
年
度
は
、
休

校
措
置
の
ま
ま
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
学
校
再
開
は
六
月
。
し
か
し
再
開
と

な
る
も
分
散
登
校
、
短
縮
授
業
と
な
り
、

特
別
活
動
も
大
き
く
制
限
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
休
校
期
間
は
オ
ン
ラ
イ

ン
に
切
り
替
え
授
業
を
継
続
し
ま
し
た
が
、

授
業
進
度
の
遅
れ
は
否
め
ず
、
ま
た
低
学

年
ほ
ど
学
習
に
対
す
る
取
り
組
み
や
理
解

度
に
差
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。
学
校
再
開

後
直
ぐ
の
一
斉
授
業
は
叶
わ
ず
、
短
縮
授

業
に
よ
る
分
散
登
校
と
な
っ
た
た
め
授
業

進
度
は
通
常
よ
り
か
な
り
遅
く
、
本
校
も

夏
期
休
暇
期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
で
授
業

時
間
を
確
保
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
状

況
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
各
種

大
会
や
発
表
会
を
目
指
し
て
活
動
を
続
け

る
生
徒
は
、
感
染
予
防
に
努
め
な
が
ら
、

限
ら
れ
た
時
間
や
条
件
の
中
、
各
々
の
目

標
に
向
か
っ
て
、
今
で
き
る
こ
と
を
継
続

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
感
染
の
終
息

が
見
込
め
な
い
中
、
予
定
さ
れ
て
い
た
各

種
大
会
や
研
究
発
表
会
は
軒
並
み
中
止
や

延
期
と
な
り
、
ま
た
最
大
の
学
校
行
事
で

あ
る
文
化
祭
ま
で
も
、
そ
の
実
施
を
見
送

ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
、
目
標
を

失
っ
た
生
徒
に
は
、
涙
す
る
者
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
二
学
期
は
、
行
事
を
取
り
止
め
る
こ
と

で
生
じ
た
時
間
を
全
て
授
業
に
あ
て
、
臨

時
休
校
に
よ
る
学
習
の
遅
れ
の
挽
回
を
目

指
し
ま
し
た
。
授
業
進
度
は
取
り
戻
せ
た

も
の
の
、
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
授
業

の
み
の
学
校
生
活
の
味
気
無
さ
や
生
徒
の

不
完
全
燃
焼
が
際
立
ち
、
特
別
活
動
が
生

徒
の
成
長
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
再
認

識
さ
せ
ら
れ
た
学
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
学
習
は
学
校
生
活
の
要
で
す
が
、
ク
ラ

ブ
活
動
や
生
徒
会
活
動
、
学
校
行
事
と

い
っ
た
特
別
活
動
が
、
生
徒
の
情
操
を
養

い
、
人
間
関
係
を
豊
か
な
も
の
に
す
る
と

共
に
、
各
々
の
主
体
的
な
取
り
組
み
に
よ

る
自
己
肯
定
感
や
連
帯
感
の
涵
養
に
大
き

く
寄
与
す
る
と
い
う
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
生
徒
の
非
認
知
能
力

も
高
め
る
べ
く
、
今
後
も
従
来
よ
り
の

知
・
徳
・
体
を
尊
重
し
た
学
校
教
育
を
展

開
し
て
い
く
所
存
で
す
。

「
中
学
・
高
校
に
お
け
る
特
別
活
動
」

明
治
大
学
付
属
中
野
中
学
・
高
等
学
校
　
学
校
長
　
清
水
　
孝
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